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締
書
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下
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弐
拾
之
帳　
（
原
文
）

文
政
九
年
戌
年
三
月
榊
原
越
中
守
問
合

一
、
道
中
筋
往
還
通
道
幅
数
何
間
と
申
定
有
レ
之
候
哉
、

一
、
並
木
敷
地
幅
何
間
と
申
定
有
レ
之
候
哉
、

一
、
脇
往
還
入
道
等
ニ
も
右
弐
ヶ
条
定
有
レ
之
候
哉
、

右
の
趣
為
二
心
得
一
問
合
候
由
、

「
右
挨
拶
」

道
中
筋
往
還
并
並
木
敷
地
之
儀
、
間
数
定
等
は
無
レ

之
、
大
躰
道
幅
は
弐
間
よ
り
三
四
間
迄
、
左
右
並
木
敷

地
は
九
尺
宛
に
て
相
当
可
レ
致
処
、
道
幅
広
狭
に
も
寄
候

儀
に
て
、
一
般
ニ
は
難
ニ
差
極
一
候
、
脇
往
還
・
入
道
等

之
儀
ハ
、
猶
以
定
等
は
無
レ
之
旨
、
及
二
挨
拶
一
候
事
、

　
　
「
五
街
道
取
締
書
物
類
奇
下
」　

	

　
　
　
　
　
　
　

弐
拾
之
帳　
（
読
み
下
し
：
飯
塚
）

文
政
九

（
一
八
一
二
）
年
戌い
ぬ

三
月
榊
原
越
中
守
の
問
合
せ

一
、
道
中
筋
往
還
通
り
の
道
幅
は
何
間け

ん

と
の
申
し

　
　

定
め
は
有
る
か
、

一
、
並
木
の
敷
地
幅
は
何
間
と
の
申
し
定
め
は
有
る
か
、

一
、
脇
往
還
・
入
道
等
に
も
右
の
二
ヶ
条
の
定
め
は

　
　

有
る
か
、

　

右
の
趣
旨
を
心
得
て
問
い
合
わ
せ
る
由
な
り
。

「
右
挨
拶
」　
（
挨
拶
＝
回
答
）

道
中
筋
の
往お

う
か
ん還
や
並
木
敷
地
に
つ
い
て
間け

ん
す
う数
の
定

め
は
無
い
。
お
お
よ
そ
道
幅
は
二三

．
六
ｍ間
よ
り
三五

．四
～
七
．二
ｍ

四
間
ま

で
、
左
右
の
並
木
敷
地
は
九

二
．七
ｍ

尺
程
度
に
相
当
す
る
べ

き
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
道
幅
は
広こ

う
き
ょ
う狭
に
よ
っ
て
、

一
般
に
は
差さ

し
極き

め
難
く
、
脇わ

き
お
う
か
ん

往
還
や
入い

り
み
ち道
等
に
つ

い
て
は
、
な
お
以
っ
て
定
め
等
は
無
き
旨
、
回
答
に

及
ぶ
事
な
り
。


